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Ｇ７諸国が研究への投資及び研究者同士の協力を通じて培った知見は、７か国の健康と繁栄に多
大な恩恵をもたらしてきた。我々が日々の暮らしの中で当然のように享受している生活の質には、こ
れらの科学的進歩がなければ実現し得なかったものが多い。

Ｇ７諸国は特に、研究への投資、研究者の国際的な流動性、国境を越えた協力により、発見、知識
の創出、イノベーションの加速という利益を得てきた。政府及び民間セクターによる継続的かつ着
実な投資へのコミットメントこそが、Ｇ７諸国における経済的・社会的発展の礎となっている。また、
我々は透明性、能力主義、開放性を基盤とする科学の仕組みを築き上げ、それが世界の科学活動に
とっての規範的な枠組となってきた。

民主主義国家として、Ｇ７諸国が引き続き、公益のために、学問の自由、研究機関の自律性、研究イ
ンテグリティ、研究セキュリティ、責任ある研究の遂行を支援していくことは重要である。

我々は、各国が科学政策及び国際協力を進めるにあたり、国内事情が大きく影響することを理解し
ている。また、公益の追求に際して、国際的な科学協力が引き続き、公益の追求のためになされるよ
うにするため、政府、大学、アカデミー、市民社会がその原則を守り抜くうえで中心的な役割を果た
すことも認識している。

Ｇ７の科学アカデミーとして、我々は自由で民主的な社会にとって不可欠な要素である科学のイン
テグリティ及び科学的助言システムを擁護するための取組を一層強化していくことをここに誓う。
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